
令和６年度 薫ヶ丘クロスペンアカデミー 講演会 

 

演題 「地域を変える、観光まちづくり」 

主催  薫ヶ丘クロスペンアカデミー 

     伊那北高等学校同窓会  

伊那北高等学校ＰＴＡ 

共催  伊那北高等学校 

日時  令和６年４月 13日（土）  

午前 10時～12時（開場９時） 

場所  長野県伊那文化会館大ホール 

 
御子柴 北斗 氏  
株式会社まちづくり小浜 代表取締役 

経歴 

1984年 伊那市生まれ、伊那北高校卒業（高 55回） 京都大学大学院修了。 

2009年 農林水産省入省。環境保全型農業、担い手育成、再生可能エネルギー等を担当。 

2015年 小浜市役所に出向し、農林水産課長として食のまちづくりに取り組む。 

2018年 農林水産省へ帰任。同年度末を持って農林水産省を退省。 

2019年 株式会社まちづくり小浜の取締役に就任。2021年 3月より現職。 

保護者、同窓生、一般の皆様のご参加を歓迎いたします 

御子柴 北斗 氏 講演会 

 
 福井県小浜市は、都に最も近い日本海の湊町であり、「鯖街道」の起点として都の食文

化を支え続けてきた由緒あるまちです。歴史ある神社仏閣や歴史的な町並みが残り、年

間を通じて祭や神事などの伝統行事が行われるなど、多くの観光資源があります。 

 一方で、時代が変わり、観光のニーズが変わる中、従来と同じことをしていても観光

客は来てくれません。観光客の求めるものと地域が受け継いできたものをマッチさせ、

新たな価値を生み出していく必要があります。 

 私は、元々は農林水産省という国の役所で公務員として働いていましたが、小浜市に

出向する機会を得て、地元の方と深く関わるようになりました。地方の厳しい現状を知

る一方で、大きな可能性とやりがいを感じ、役所を飛び出して小浜市の観光まちづくり

に取り組んでいます。 

 地域で事業をする苦労や意義、そこから生まれてくるものについて、皆さんと共有で

きると嬉しく思います。 

講 演 内 容（講師からのメッセージ） 

株式会社まちづくり小浜の事業紹介 

「小浜市を一流の観光目的地にする」をビジョンに掲げ、小浜市の観光の司令塔として、地

域の観光データの収集、マーケティングに基づく戦略策定、戦略の実行までを一気通貫で推

進。道の駅での物販事業や地域のシンボルとなるレストランや宿泊施設の運営を行っている。 

 


